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系統発生分野
瀬戸口烈司･相見 満･高井正成
研究概要
A)南アメT)カにおける第三紀の化石霊長頬の研究
高井正成･甑戸口烈司
(1)ボリビア国のサジャ地域において後期漸新世
(約2500万年前)の地層の発掘調査をおこ
ない,最古の広鼻旋矧ヒ石BraniselkLの新接木
を発見した｡この捺本の系統的記載をおこない
ながら,広鼻抜頬の起源に関する問題について
研究をおこなっている｡
(2)コロンビア国のラベンタ地域において中期中
新世 (約1500万年前)の地層の発掘調査を
おこない,現生広鼻猿頬に近縁なさまざまな化
石霊長類の標本を発見した｡これらの化石柾と
現生種との関連性をもとに,現在の広RL校規の
形態的な多様性について系統分流学的研究をお
こなっている｡
B)パ ミー ル地域における歯科人類学的研究
高井正成
パキスタン最北部のフンザ地域と中国新誕ウイグ
ル自治区のスバシ村において歯科検診をおこない,
食生活の変化による歯科疾患の増加について検討し
た｡また,同時に歯列の印象採得をおこない.同じ
モンゴロイド系のタジク人と,現在の日本人の歯牙
の計測値の此奴検討をしている｡
C)インドネシアにおける第四紀霊長頬の研究
相見 満
インドネシアの現生および化石霊長頬の系統･進
化･分矧こついて,詳細な研究をおこなった｡
論 文
一英文-
1)Almi,M.(1994)Numericalvariationofver-
tebraein Japanese macqaques,Macaca
fLSCata.Anthropol.Sci.,102(Suppl.):1･10.
-16-
報告･その他
一和文-
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られた歴史 (1).モンキー.247:14-
17.
2)相見 満(1993):学名の話 (16)台座に秘め
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ついて.第9回日本霊長類学会.霊長類研究9
(3):287
3)高井正成･瀬戸口烈司 (1993):南米コロ
ンビア国の中期中新世の霊長類化石一顕著な多
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社会生態研究部門
生態態機構分野
杉山幸丸･森 明雄･山極寿一
研究概要
A)酉および中央アフリカに生息する大型頬人位
の行動･生恐学
杉山幸丸･山極寿一 ･山越 言l)
全個体識別のもとに長期追跡してきたギニア国
ポッソウの野生チンパンジーについては.堅果割
りを初めとする道具使用行動の詳細な観察とVT
R記録の分析,整理を進める一方,野外実験も含
めて.道具使用行動全般について発達と伝播の記
録･分析を行った｡また,近隣個休群との遺伝的･
文化的交流関係の分析のため,隣国のコートジボ
アールにまで広がるニソバ山地での調査を開始し
た｡さらに..生息地の資源量測定と土地利用,揺
食塁把握の試みも開始した｡
⊥方,ウガンダ国プウィンディ国立公園とガボ
ン国プティ･ロアンゴ保護区では,同所的に生息
するゴリラとチンパンジーの採食生態に関する調
査を行った｡山地林と海岸域の熱帯林という異な
る環境における2種の類人猿の共存のメカニズム
を分析した｡
B)ェチオピアに生息するヒヒ頬の研究
森 明雄
ヒヒ類の缶屑社会を行動学的に分析することを
目標としている.過去2年間.アジスアベバの北
150kmのウオフワッシャでゲラダヒヒの観察
を進めてきたが.本年はエチオピア南部の治安が
回復し,南部アルシ州で見つけたゲラダヒヒの新
しいポピュレー ションの調杢を再開した｡新ポピュ
レー ションの遊動域,ユニットの構成,社会行動
は.従来知られているゲラダヒヒのポピュレー ショ
ンとかなり異なった特徴を持つとの予備的結果を
得た｡さらに,南部で,マントヒヒとアヌビスヒ
ヒの雑種化の様相を調べるために広域調査を行っ
た｡
C)ニホンザルの採食･繁殖生態と個体群動態の
研究
杉山幸九･森 明雄･山極寿一 ･
JosephSoltis2)
ニホンザルの個体の社会的地位と採食 ･繁殖戦
略との関係の解明のため,大分県高崎山,宮崎県
寺島,鹿児島県屋久島の餌づけ群および自然群を
対象に研究を進めてきた｡食物の時間的,空間的
分散の変化のもとで性,年齢,社会的地位の相違
により採食行動にあらわれる差の把捉につとめ,
また.栄養丑測定に基づく摂取栄養量の把握と,
それらが繁殖成功度と関係している様を検討して
きた｡特に,幸島群では,採食スピードの時間的
変化の解析と,性成熟の遅措現象に焦点を置き,
1)大学院生 2)研究生
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